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こ
れ
か
ら
の
能
登
な
ら
で
は

の
︑
祭
り
と
伝
承
を

駒澤大学が学生と参加
を予定の門前祭礼・イ
ベント【2026年版】
2月
【門前区春季例大祭】
昨年に引き続き参列さ
せていただきました。
【万歳楽土（走出区春
季例大祭）】参列させ
ていただきました。
3月
【内保・ふきのと祭
り】教員が参加させて
いただきました。
【高根尾獅子舞・再開
支援】学生がカヤの中
に入って支援します。
昨年からビデオ遠隔で
学び練習していました。
【鹿磯漁師祭り（チン
チクリン）】学生がカ
ヤの中に入ります。
【雪割草まつり】昔の
祭りの写真展や雪割草
販売の手伝いをします。
7月
【ごうらい祭り】（検
討中です）
【浦上大祭】約20名の
学生が神輿、旗持ちな
どに参加します。
【道下夏祭り】出店の
運営などのお手伝いを
検討しています。
8月
【皆月山王祭】曳山や
旗持ちのお手伝いを希
望しています。
【たいまつの夕べ・花
火大会】警備や準備・
片付けを手伝います。
【本郷夏祭り】お祭り
の写真展などのサポー
トを構想しています。
【黒島天領祭】学生派
遣を予定しています。

などなど…
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祭りに参加した学生の感想
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